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(57)【要約】
【課題】画素に含まれるトランジスタの数を最小化する
と共に、均一な輝度の映像を表示することのできる画素
を提供する。
【解決手段】本発明の画素１４０は、第１トランジスタ
Ｍ１にゲート電極が接続され、第１電極が第１電源ELVD
Dに接続された第２トランジスタＭ２と、ゲート電極が
走査線Ｓｎに接続され、第１電極が第１電源ELVDDに接
続された第３トランジスタＭ３と、第２トランジスタＭ
２の制御により電流が供給される有機発光ダイオードＯ
ＬＥＤと、第２トランジスタＭ２のゲート電極と第１電
極との間に接続されたストレージキャパシタＣｓｔと、
第２トランジスタのゲート電極と第２電極との間に接続
されたフィードバックキャパシタＣｆｂとを備えたこと
を特徴とする。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ゲート電極が走査線に接続され、第１電極がデータ線に接続される第１トランジスタと
、
　前記第１トランジスタの第２電極にゲート電極が接続され、第１電極が第１電源に接続
される第２トランジスタと、
　ゲート電極が前記走査線に接続され、第１電極が前記第１電源に接続され、第２電極が
前記第２トランジスタの第２電極に接続される第３トランジスタと、
　前記第２トランジスタ及び前記第３トランジスタの第２電極にアノード電極が接続され
、カソード電極が第２電源に接続される有機発光ダイオードと、
　前記第２トランジスタのゲート電極と第１電極との間に接続されるストレージキャパシ
タと、
　前記第２トランジスタのゲート電極と第２電極との間に接続されるフィードバックキャ
パシタとを備えていることを特徴とする画素。
【請求項２】
　前記有機発光ダイオードのアノード電極と前記第２トランジスタの第２電極との間に接
続され、前記ストレージキャパシタにデータ信号に対応する電圧が充電されるときにター
ンオフされ、それ以外の場合にターンオンされる第４トランジスタをさらに備えているこ
とを特徴とする請求項１に記載の画素。
【請求項３】
　前記第１電源は、前記第２電源よりも高い電圧値に設定されていることを特徴とする請
求項１または請求項２のいずれか１項に記載の画素。
【請求項４】
　走査線に走査信号を順次供給し、発光制御線に発光制御信号を順次供給するための走査
駆動部と、
　データ線にデータ信号を供給するためのデータ駆動部と、
　前記走査線及びデータ線に接続される複数の画素とを備え、
　前記画素のそれぞれは、
　前記走査線とデータ線とに接続され、前記走査信号が供給されるときにターンオンされ
る第１トランジスタと、
　前記第１トランジスタの第２電極と第１電源との間に位置し、前記第１トランジスタが
ターンオンされるときに前記データ信号に対応する電圧を充電するストレージキャパシタ
と、
　前記ストレージキャパシタに充電された電圧に対応して、前記第１電源から有機発光ダ
イオードを経由して第２電源に流れる電流量を制御する第２トランジスタと、
　前記走査線に走査信号が供給されるときに前記第２トランジスタの第２電極に前記第１
電源の電圧を供給する第３トランジスタと、
　前記第２トランジスタのゲート電極と第２電極との間に位置し、前記有機発光ダイオー
ドに電流が供給されるときに前記第２トランジスタの第２電極の電圧変化量を前記第２ト
ランジスタのゲート電極に伝達するためのフィードバックキャパシタと
を備えていることを特徴とする有機電界発光表示装置。
【請求項５】
　前記画素のそれぞれは、前記第２トランジスタの第２電極と前記有機発光ダイオードと
の間に位置し、前記発光制御信号が供給されるときにターンオフされ、それ以外の場合に
ターンオンされる第４トランジスタをさらに備えていることを特徴とする請求項４に記載
の有機電界発光表示装置。
【請求項６】
　ｉ（ｉは、自然数）番目の発光制御線に供給される発光制御信号は、ｉ番目の走査線に
供給される走査信号と重畳することを特徴とする請求項４または請求項５のいずれか１項
に記載の有機電界発光表示装置。
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【請求項７】
　走査線に走査信号を供給して、ストレージキャパシタにデータ信号に対応した電圧を充
電する段階と、
　前記ストレージキャパシタにデータ信号に対応した電圧が充電されると、駆動トランジ
スタの第２電極を第１電源の電圧に保持する段階と、
　前記ストレージキャパシタに充電された電圧に対応する電流を、前記駆動トランジスタ
によって前記第１電源から有機発光ダイオードを経由して第２電源に供給する段階と、
　前記有機発光ダイオードに電流が供給されると、前記有機発光ダイオードに印加される
電圧と前記第１電源との差に対応した電圧変化量に基づいて前記駆動トランジスタのゲー
ト電極の電圧を制御する段階と、
　前記ゲート電極の電圧が制御された駆動トランジスタから前記有機発光ダイオードに電
流を供給する段階と
を含むことを特徴とする有機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項８】
　前記駆動トランジスタのゲート電極と第２電極との間に設けられるフィードバックキャ
パシタを用いて、前記電圧変化量に基づいて前記駆動トランジスタのゲート電極の電圧を
制御することを特徴とする請求項７に記載の有機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項９】
　前記ストレージキャパシタに電圧を充電するときに、前記駆動トランジスタと前記有機
発光ダイオードとを電気的に遮断する段階をさらに含むことを特徴とする請求項７または
請求項８のいずれか１項に記載の有機電界発光表示装置の駆動方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画素と、この画素を用いた有機電界発光表示装置及びその駆動方法に関し、
特に、画素に含まれるトランジスタの数を最小化すると共に、均一な輝度の映像を表示で
きるようにした画素と、この画素を用いた有機電界発光表示装置及びその駆動方法に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　最近、陰極線管（Ｃａｔｈｏｄｅ　Ｒａｙ　Ｔｕｂｅ）の短所である重量と容積を減ら
すことのできる各種の平板表示装置が開発されている。平板表示装置には、液晶表示装置
（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）、電界放出表示装置（Ｆｉｅｌｄ　
Ｅｍｉｓｓｉｏｎ　Ｄｉｓｐｌａｙ）、プラズマ表示パネル（Ｐｌａｓｍａ　Ｄｉｓｐｌ
ａｙ　Ｐａｎｅｌ）及び有機電界発光表示装置（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔ
ｔｉｎｇ　Ｄｉｓｐｌａｙ）などがある。
【０００３】
　平板表示装置のうち、有機電界発光表示装置は、電子と正孔との再結合によって光を発
生する有機発光ダイオードを用いて映像を表示する。このような有機電界発光表示装置は
、迅速な応答速度を有すると共に低消費電力で駆動されるという長所がある。
【０００４】
　図１は、従来の有機電界発光表示装置の画素を示す回路図である。
【０００５】
　図１を参照すると、従来の有機電界発光表示装置の画素４は、有機発光ダイオードＯＬ
ＥＤと、データ線Ｄｍ及び走査線Ｓｎに接続され、有機発光ダイオードＯＬＥＤを制御す
るための画素回路２とを備えている。
【０００６】
　有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極は、画素回路２に接続され、カソード電極
は、第２電源ＥＬＶＳＳに接続される。このような有機発光ダイオードＯＬＥＤは、画素
回路２から供給される電流に対応して所定の輝度の光を生成する。
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【０００７】
　画素回路２は、走査線Ｓｎに走査信号が供給されると、データ線Ｄｍに供給されたデー
タ信号に対応して有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給される電流量を制御する。このため
に、画素回路２は、第１電源ＥＬＶＤＤと有機発光ダイオードＯＬＥＤとの間に接続され
た第２トランジスタＭ２と、この第２トランジスタＭ２とデータ線Ｄｍ及び走査線Ｓｎと
の間に接続された第１トランジスタＭ１と、第２トランジスタＭ２のゲート電極と第１電
極との間に接続されたストレージキャパシタＣｓｔとを備えている。
【０００８】
　第１トランジスタＭ１のゲート電極は、走査線Ｓｎに接続され、第１電極はデータ線Ｄ
ｍに接続されている。そして、第１トランジスタＭ１の第２電極は、ストレージキャパシ
タＣｓｔの片側の端子に接続されている。ここで、第１電極はソース電極及びドレイン電
極のいずれか一つに設定され、第２電極は第１電極とは異なる電極に設定される。例えば
、第１電極がソース電極に設定されると、第２電極はドレイン電極に設定される。走査線
Ｓｎ及びデータ線Ｄｍに接続された第１トランジスタＭ１は、走査線Ｓｎから走査信号が
供給されるとターンオンされ、データ線Ｄｍから供給されるデータ信号をストレージキャ
パシタＣｓｔに供給する。このとき、ストレージキャパシタＣｓｔは、データ信号に対応
した電圧を充電する。
【０００９】
　第２トランジスタＭ２のゲート電極は、ストレージキャパシタＣｓｔの片側の端子に接
続され、第１電極はストレージキャパシタＣｓｔの他方の端子及び第１電源ＥＬＶＤＤに
接続されている。そして、第２トランジスタＭ２の第２電極は有機発光ダイオードＯＬＥ
Ｄのアノード電極に接続されている。このような第２トランジスタＭ２は、ストレージキ
ャパシタＣｓｔに記憶された電圧値に対応して、第１電源ＥＬＶＤＤから有機発光ダイオ
ードＯＬＥＤを経由して第２電源ＥＬＶＳＳに流れる電流量を制御する。このとき、有機
発光ダイオードＯＬＥＤは、第２トランジスタＭ２から供給される電流量に対応した光を
生成する。
【００１０】
　しかし、このような従来の有機電界発光表示装置の画素４は、均一な輝度の映像を表示
することができないという問題が発生する。これを詳述すると、画素４のそれぞれに含ま
れる第２トランジスタＭ２の閾値電圧は、工程のばらつきなどによって画素４毎に異なる
ように設定されている。このように、第２トランジスタＭ２の閾値電圧が異なるように設
定されていると、多数の画素４に同一階調を示すデータ信号を供給しても、第２トランジ
スタＭ２の閾値電圧の差によって互いに異なる輝度の光が有機発光ダイオードＯＬＥＤで
生成される。
【００１１】
　一方、このような問題を克服するために、画素回路２に多数のトランジスタを追加形成
して第２トランジスタＭ２の閾値電圧を補償する方法が提案されている。実際、画素回路
２に６つ以上のトランジスタを追加して第２トランジスタＭ２の閾値電圧を補償する方法
が用いられている。しかし、画素回路２に６つ以上のトランジスタが含まれると、画素回
路２の構造が複雑になり、画素回路２に含まれるトランジスタを制御するための追加配線
が必要となる。また、画素回路２に多数のトランジスタが含まれていても、第２トランジ
スタＭ２の移動度などの特性は補償することができないという問題がある。
【００１２】
【特許文献１】日本特開２００２－７２９２６号公報
【特許文献２】日本特開平６－２７０４６２号公報
【特許文献３】韓国特許公開１０－１９９８－０６００１８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　したがって、本発明の目的は、画素に含まれるトランジスタの数を最小化すると共に、
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均一な輝度の映像を表示できるようにした画素と、この画素を用いた有機電界発光表示装
置及びその駆動方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　上記目的を達成するために、本発明の実施例に係る画素は、ゲート電極が走査線に接続
され、第１電極がデータ線に接続される第１トランジスタと、前記第１トランジスタの第
２電極にゲート電極が接続され、第１電極が第１電源に接続される第２トランジスタと、
ゲート電極が前記走査線に接続され、第１電極が前記第１電源に接続され、第２電極が前
記第２トランジスタの第２電極に接続される第３トランジスタと、前記第２トランジスタ
及び前記第３トランジスタの第２電極にアノード電極が接続され、カソード電極が第２電
源に接続される有機発光ダイオードと、前記第２トランジスタのゲート電極と第１電極と
の間に接続されるストレージキャパシタと、前記第２トランジスタのゲート電極と第２電
極との間に接続されるフィードバックキャパシタとを備えていることを特徴とする。
【００１５】
　本発明の実施例に係る有機電界発光表示装置は、走査線に走査信号を順次供給し、発光
制御線に発光制御信号を順次供給するための走査駆動部と、データ線にデータ信号を供給
するためのデータ駆動部と、前記走査線及びデータ線に接続される複数の画素とを備え、
前記画素のそれぞれは、前記走査線とデータ線とに接続され、前記走査信号が供給される
ときにターンオンされる第１トランジスタと、前記第１トランジスタの第２電極と第１電
源との間に位置し、前記第１トランジスタがターンオンされるときに前記データ信号に対
応する電圧を充電するストレージキャパシタと、前記ストレージキャパシタに充電された
電圧に対応して、前記第１電源から有機発光ダイオードを経由して第２電源に流れる電流
量を制御する第２トランジスタと、前記走査線に走査信号が供給されるときに前記第２ト
ランジスタの第２電極に前記第１電源の電圧を供給する第３トランジスタと、前記第２ト
ランジスタのゲート電極と第２電極との間に位置し、前記有機発光ダイオードに電流が供
給されるときに前記第２トランジスタの第２電極の電圧変化量を前記第２トランジスタの
ゲート電極に伝達するフィードバックキャパシタとを備えていることを特徴とする。
【００１６】
　本発明の実施例に係る有機電界発光表示装置の駆動方法は、走査線に走査信号を供給し
て、ストレージキャパシタにデータ信号に対応した電圧を充電する段階と、前記ストレー
ジキャパシタにデータ信号に対応した電圧が充電されると、駆動トランジスタの第２電極
を第１電源の電圧に保持する段階と、前記ストレージキャパシタに充電された電圧に対応
する電流を、前記駆動トランジスタによって前記第１電源から有機発光ダイオードを経由
して第２電源に供給する段階と、前記有機発光ダイオードに電流が供給されると、前記有
機発光ダイオードに印加される電圧と前記第１電源との差に対応した電圧変化量に基づい
て前記駆動トランジスタのゲート電極の電圧を制御する段階と、前記ゲート電極の電圧が
制御された駆動トランジスタから前記有機発光ダイオードに電流を供給する段階とを含む
ことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１７】
　上述のように、本発明の実施例に係る画素と、この画素を用いた有機電界発光表示装置
及びその駆動方法によれば、フィードバックキャパシタを用いて、駆動トランジスタの第
２電極の電圧変化量を駆動トランジスタのゲート電極に負帰還（ｎｅｇａｔｉｖｅ　ｆｅ
ｅｄｂａｃｋ）するようにしたので、駆動トランジスタの閾値電圧のばらつきをある程度
補償することができる。また、駆動トランジスタのゲート電極にフィードバックされる電
圧は、駆動トランジスタから流れる電流量によって決定されるので、駆動トランジスタの
移動度特性もある程度補償することができる。同時に、本発明では、４つのトランジスタ
と２つのキャパシタのみを用いて、駆動トランジスタの閾値電圧を補償することができる
という長所がある。さらに、それぞれの画素は、１つの走査線に接続されているため、配
線を追加形成しなくてもよいという長所がある。
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【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　以下、本発明の属する技術分野における通常の知識を有する者が本発明を容易に実施で
きる好ましい実施例を、添付した図２乃至図７ｃを参照して詳述する。
【００１９】
　図２は、本発明の実施例に係る有機電界発光表示装置の構成を示す図である。
【００２０】
　図２を参照すると、本発明の実施例に係る有機電界発光表示装置は、走査線Ｓ１乃至Ｓ
ｎ、発光制御線Ｅ１乃至Ｅｎ及びデータ線Ｄ１乃至Ｄｍに接続されるように位置する複数
の画素１４０を含む画素部１３０と、走査線Ｓ１乃至Ｓｎ及び発光制御線Ｅ１乃至Ｅｎを
駆動するための走査駆動部１１０と、データ線Ｄ１乃至Ｄｍを駆動するためのデータ駆動
部１２０と、走査駆動部１１０及びデータ駆動部１２０を制御するためのタイミング制御
部１５０とを備えている。
【００２１】
　走査駆動部１１０は、タイミング制御部１５０から走査駆動制御信号ＳＣＳを供給され
る。走査駆動制御信号ＳＣＳを供給された走査駆動部１１０は、走査信号を生成し、生成
された走査信号を走査線Ｓ１乃至Ｓｎに順次供給する。また、走査駆動部１１０は、走査
駆動制御信号ＳＣＳに応答して発光制御信号を生成し、生成された発光制御信号を発光制
御線Ｅ１乃至Ｅｎに順次供給する。ここで、発光制御信号の周期は、走査信号と同一また
は広く設定される。実際、ｉ（ｉは、自然数）番目の発光制御線に供給される発光制御信
号は、ｉ番目の走査線に供給される走査信号と重畳できるようにその周期が設定される。
【００２２】
　データ駆動部１２０は、タイミング制御部１５０からデータ駆動制御信号ＤＣＳを供給
される。データ駆動制御信号ＤＣＳを供給されたデータ駆動部１２０は、データ信号を生
成し、生成されたデータ信号を走査信号と同期するようにデータ線Ｄ１乃至Ｄｍに供給す
る。
【００２３】
　タイミング制御部１５０は、外部から供給される同期信号に対応してデータ駆動制御信
号ＤＣＳ及び走査駆動制御信号ＳＣＳを生成する。タイミング制御部１５０で生成された
データ駆動制御信号ＤＣＳは、データ駆動部１２０に供給され、走査駆動制御信号ＳＣＳ
は走査駆動部１１０に供給される。そして、タイミング制御部１５０は、外部から供給さ
れるデータＤａｔａをデータ駆動部１２０に供給する。
【００２４】
　画素部１３０は、外部から第１電源ＥＬＶＤＤ及び第２電源ＥＬＶＳＳが供給され、そ
れぞれの画素１４０に供給する。第１電源ＥＬＶＤＤ及び第２電源ＥＬＶＳＳが供給され
た画素１４０のそれぞれは、データ信号に対応した光を生成する。ここで、画素１４０の
発光時間は、発光制御信号によって制御される。一方、第１電源ＥＬＶＤＤは、第２電源
ＥＬＶＳＳよりも高い電圧値に設定されている。
【００２５】
　図３は、本発明の実施例に係る画素を示す回路図である。図３では、説明の便宜上、第
ｎ走査線Ｓｎ及び第ｍデータ線Ｄｍに接続された画素を示す。
【００２６】
　図３を参照すると、本発明の実施例に係る画素１４０は、有機発光ダイオードＯＬＥＤ
と、データ線Ｄｍ、走査線Ｓｎ及び発光制御線Ｅｎに接続され、有機発光ダイオードＯＬ
ＥＤを制御する画素回路１４２とを備えている。
【００２７】
　有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極は、画素回路１４２に接続され、カソード
電極は、第２電源ＥＬＶＳＳに接続されている。このような有機発光ダイオードＯＬＥＤ
は、画素回路１４２から供給される電流に対応して所定の輝度の光を生成する。
【００２８】
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　画素回路１４２は、走査線Ｓｎに走査信号が供給されると、データ線Ｄｍに供給される
データ信号に対応して有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給される電流量を制御する。一方
、画素回路１４２に含まれる駆動トランジスタから有機発光ダイオードＯＬＥＤに所定の
電流が供給されるときに有機発光ダイオードＯＬＥＤには所定の電圧が印加される。この
場合、画素回路１４２は、有機発光ダイオードＯＬＥＤに印加される所定の電圧を駆動ト
ランジスタのゲート電極に負帰還（ｎｅｇａｔｉｖｅ　ｆｅｅｄｂａｃｋ）入力して駆動
トランジスタの閾値電圧及び移動度などを補償するようにしている。
【００２９】
　このために、画素回路１４２は、第１トランジスタＭ１乃至第４トランジスタＭ４と、
ストレージキャパシタＣｓｔ及びフィードバックキャパシタＣｆｂとを備えている。
【００３０】
　第１トランジスタＭ１のゲート電極は、走査線Ｓｎに接続され、第１電極はデータ線Ｄ
ｍに接続されている。そして、第１トランジスタＭ１の第２電極は、第２トランジスタＭ
２（駆動トランジスタ）のゲート電極に接続されている。このような第１トランジスタＭ
１は、走査線Ｓｎに走査信号が供給されると、データ線Ｄｍに供給されたデータ信号を第
２トランジスタＭ２のゲート電極に供給する。
【００３１】
　第２トランジスタＭ２のゲート電極は、第１トランジスタＭ１の第２電極に接続され、
第１電極は第１電源ＥＬＶＤＤに接続されている。そして、第２トランジスタＭ２の第２
電極は、第４トランジスタＭ４の第１電極に接続されている。このような第２トランジス
タＭ２は、自身のゲート電極に印加される電圧に対応して、第１電源ＥＬＶＤＤから有機
発光ダイオードＯＬＥＤを経由して第２電源ＥＬＶＳＳに流れる電流量を制御する。
【００３２】
　第３トランジスタＭ３のゲート電極は、走査線Ｓｎに接続され、第１電極は第１電源Ｅ
ＬＶＤＤに接続されている。そして、第３トランジスタＭ３の第２電極は、第４トランジ
スタＭ４の第１電極に接続されている。このような第３トランジスタＭ３は、走査信号が
供給されると、第１電源ＥＬＶＤＤの電圧を第４トランジスタＭ４の第１電極に供給する
。
【００３３】
　第４トランジスタＭ４の第１電極は、第２トランジスタＭ２及び第３トランジスタＭ３
の第２電極に接続され、第２電極は有機発光ダイオードＯＬＥＤに接続されている。そし
て、第４トランジスタＭ４のゲート電極は、発光制御線Ｅｎに接続されている。このよう
な第４トランジスタＭ４は、発光制御線Ｅｎに発光制御信号が供給されているときにター
ンオフされ、それ以外の場合にターンオンされる。このような第４トランジスタＭ４は、
除去することもできる。この場合、第２トランジスタＭ２の第２電極が有機発光ダイオー
ドＯＬＥＤのアノード電極に直接接続されることになる。
【００３４】
　ストレージキャパシタＣｓｔの片側の端子は、第２トランジスタＭ２のゲート電極に接
続され、他方の端子は第１電源ＥＬＶＤＤに接続されている。このようなストレージキャ
パシタＣｓｔは、第１トランジスタＭ１がターンオンされたときにデータ信号に対応した
電圧を充電する。
【００３５】
　フィードバックキャパシタＣｆｂの片側の端子は、第２トランジスタＭ２のゲート電極
に接続され、他方の端子は第２トランジスタＭ２の第２電極に接続されている。このよう
なフィードバックキャパシタＣｆｂは、第２トランジスタＭ２の第２電極の電圧変化量を
第２トランジスタＭ２のゲート電極にフィードバックする。
【００３６】
　次に、本発明に係る有機電界発光表示装置の駆動方法を図面に基づいて説明する。図４
は、図３に示した画素に供給される信号の波形を示す図である。
【００３７】
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　図４を参照すると、まず走査線Ｓｎに走査信号が供給される前に発光制御線Ｅｎに発光
制御信号が供給され、第４トランジスタＭ４がターンオフされて第２トランジスタＭ２と
有機発光ダイオードＯＬＥＤとが電気的に遮断される。この後、走査線Ｓｎに走査信号が
供給され、第１トランジスタＭ１及び第３トランジスタＭ３がターンオンされる。
【００３８】
　第１トランジスタＭ１がターンオンされると、図５に示すように、第１ノードＮ１にデ
ータ信号に対応したデータ電圧Ｖｄａｔａが印加される。すると、ストレージキャパシタ
Ｃｓｔにはデータ電圧Ｖｄａｔａと第１電源ＥＬＶＤＤとの差に対応した電圧が充電され
る。そして、第３トランジスタＭ３がターンオンされると、第２ノードＮ２に第１電源Ｅ
ＬＶＤＤの電圧が供給され、第２トランジスタＭ２の第２電極を第１電源ＥＬＶＤＤの電
圧に保持する。
【００３９】
　この後、図４に示すように走査線Ｓｎに供給される走査信号及び発光制御線Ｅｎに供給
される発光制御信号の供給が中断される。すると、図６に示すように、第１トランジスタ
Ｍ１及び第３トランジスタＭ３がターンオフされ、第４トランジスタＭ４がターンオンさ
れる。
【００４０】
　このとき、第２トランジスタＭ２は、第１ノードＮ１に印加される電圧、すなわちスト
レージキャパシタＣｓｔに充電された電圧に対応した電流を有機発光ダイオードＯＬＥＤ
に供給する。この場合、第２ノードＮ２の電圧は、関係式１のように変化する。
【００４１】
（関係式１）
　ΔＮ２＝ＥＬＶＤＤ－ＶＯＬＥＤ

【００４２】
　関係式１において、ＶＯＬＥＤは、有機発光ダイオードＯＬＥＤに流れる電流に対応し
て有機発光ダイオードＯＬＥＤに印加される電圧を表している。したがって、電圧ＶＯＬ

ＥＤは、流れる電流量に比例して増加する。
【００４３】
　関係式１を参照すると、第２ノードＮ２の電圧は、第１電源ＥＬＶＤＤの電圧から有機
発光ダイオードＯＬＥＤに印加される電圧だけ下降することになる。すると、フィードバ
ックキャパシタＣｆｂによってフローティング状態に設定された第１ノードＮ１の電圧が
変化する。実際、第１ノードＮ１の電圧変化量は、関係式２のように設定される。
【００４４】
（関係式２）
　ΔＮ１＝Ｖｄａｔａ－Ｃｆｂ／（Ｃｓｔ＋Ｃｆｂ）×ΔＮ２
【００４５】
　すなわち、第２トランジスタＭ２のゲート電極の電圧である第１ノードＮ１の電圧は、
第２ノードＮ２の電圧変化量に対応して変化する。ここで、第２ノードＮ２の電圧変化量
は、第２トランジスタＭ２の閾値電圧に関連して変化するため、第１ノードＮ１の電圧変
化量は第２トランジスタＭ２の閾値電圧に対応して変化する。
【００４６】
　この後、第２トランジスタＭ２は、第１ノードＮ１に印加された電圧に対応した電流を
有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給し、有機発光ダイオードＯＬＥＤは、自身に供給され
る電流に対応した所定の輝度の光を生成する。
【００４７】
　上述のように、本発明では、第２トランジスタＭ２から有機発光ダイオードＯＬＥＤに
供給される電流量に対応して有機発光ダイオードＯＬＥＤに印加される電圧を、フィード
バックキャパシタＣｆｂを用いて第２トランジスタＭ２のゲート電極に伝達する。ここで
、第２トランジスタＭ２から有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給される電流は、第２トラ
ンジスタＭ２の閾値電圧の影響を受けるため、第２トランジスタＭ２の閾値電圧のばらつ
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きをある程度補償することができる。これについて、表１を参照して詳述する。
【００４８】
【表１】

【００４９】
　表１では、同一のデータ信号が供給されるときに第２トランジスタＭ２の閾値電圧が小
さい（ｓｍａｌｌ）場合と大きい（ｌａｒｇｅ）場合とを比較する。
【００５０】
　表１を参照すると、まず第２トランジスタＭ２の閾値電圧Ｖｔｈが小さい場合に、デー
タ信号に対応して多量（ｌａｒｇｅ）の電流が有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給される
（ＩＯＬＥＤ＝ｌａｒｇｅ）。この場合、有機発光ダイオードＯＬＥＤには、自身に供給
される電流に対応して高い電圧が印加される（ＶＯＬＥＤ＝ｌａｒｇｅ）。
【００５１】
　ここで、第２ノードＮ２は、第１電源ＥＬＶＤＤから有機発光ダイオードＯＬＥＤに印
加される電圧ＶＯＬＥＤに変化するため、電圧変化量が小さく設定される（ΔＮ２＝ｓｍ
ａｌｌ）。同様に、第２ノードＮ２の電圧変化量に対応して変化する第１ノードＮ１の電
圧変化量も小さく設定される（ΔＮ１＝ｓｍａｌｌ）。このように、第１ノードＮ１の電
圧変化量が小さく設定されると、有機発光ダイオードＯＬＥＤに流れる電流量も小さい範
囲内で変化する（ΔＩＯＬＥＤ＝ｓｍａｌｌ）。よって、最終的に有機発光ダイオードＯ
ＬＥＤに流れる電流は、データ信号に対応した電流ＩＯＬＥＤに対して少量の電流だけ変
化する。
【００５２】
　一方、第２トランジスタＭ２の閾値電圧Ｖｔｈが高い場合、データ信号に対応して少量
（ｓｍａｌｌ）の電流が有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給される（ＩＯＬＥＤ＝ｓｍａ
ｌｌ）。この場合、有機発光ダイオードＯＬＥＤには、自身に供給される電流に対応して
低い電圧が印加される（ＶＯＬＥＤ＝ｓｍａｌｌ）。
【００５３】
　ここで、第２ノードＮ２は、第１電源ＥＬＶＤＤから有機発光ダイオードＯＬＥＤに印
加された電圧ＶＯＬＥＤに対応して変化するため、電圧変化量が大きく設定される（ΔＮ
２＝ｌａｒｇｅ）。同様に、第２ノードＮ２の電圧変化量に対応して変化する第１ノード
Ｎ１の電圧変化量も大きく設定される（ΔＮ１＝ｌａｒｇｅ）。このように、第１ノード
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Ｎ１の電圧変化量が大きく設定されると、有機発光ダイオードＯＬＥＤに流れる電流量も
高い範囲内で変化する（ΔＩＯＬＥＤ＝ｌａｒｇｅ）。よって、最終的に有機発光ダイオ
ードＯＬＥＤに流れる電流は、データ信号に対応した電流ＩＯＬＥＤに対して多量の電流
が変化する。
【００５４】
　つまり、本発明では、第２トランジスタＭ２の閾値電圧に対応して有機発光ダイオード
ＯＬＥＤに流れる電流量が変化し、これによって均一な輝度の映像を表示させることがで
きる。また、本発明では、４つのトランジスタ及び２つのキャパシタを用いて比較的に簡
単な回路で画素１４０を実現することができるという長所もある。
【００５５】
　一方、有機発光ダイオードＯＬＥＤに流れる電流量に対応した電圧をフィードバックす
るので、所定の抵抗が画素１４０に含まれる場合が予測可能である。しかし、画素１４０
のそれぞれに同じ容量を有する抵抗が形成されることは、現在の工程過程では実質的に不
可能である。つまり、画素１４０のそれぞれに形成される抵抗において抵抗のばらつきが
著しく、所望の目的を達成することが困難である。このような問題を克服するために、本
発明では、フィードバックキャパシタＣｆｂを用いて有機発光ダイオードＯＬＥＤに印加
される電圧を第２トランジスタＭ２のゲート電極にフィードバックしている。
【００５６】
　図７ａ乃至図７ｃは、閾値電圧の変化に対応して本発明の実施例に係る画素と従来の画
素に流れる電流の変化を示すグラフである。
【００５７】
　図７ａ乃至図７ｃを参照すると、まず図７ａに示すように有機発光ダイオードＯＬＥＤ
に１０ｎＡの電流が供給される場合に、図１に示す従来の画素では、駆動トランジスタ（
すなわち、第２トランジスタＭ２）の閾値電圧の変化に対応して多量の電流（およそ１０
ｎＡの８０％まで変化）が変化する。しかし、図３に示す本発明の実施例に係る画素では
、駆動トランジスタＭ２の閾値電圧の切り換えに対応して少量の電流（およそ１０ｎＡの
３５％まで変化）しか変化しない。
【００５８】
　また、図７ｂに示すように有機発光ダイオードＯＬＥＤに１００ｎＡの電流が供給され
る場合には、従来の画素では、駆動トランジスタＭ２の閾値電圧の変化に対応して１００
ｎＡの３５％程度まで電流が変化するのに対して、本発明の画素では駆動トランジスタＭ
２の閾値電圧の変化に対応して１００ｎＡの１５％程度までしか電流が変化しない。同様
に、図７ｃに示すように有機発光ダイオードＯＬＥＤに２００ｎＡの電流が供給される場
合には、従来の画素では駆動トランジスタＭ２の閾値電圧の変化に対応して２００ｎＡの
２５％程度まで電流が変化するのに対して、本発明の画素では駆動トランジスタＭ２の閾
値電圧の変化に対応して２００ｎＡの１２％程度までしか電流が変化しない。すなわち、
本発明の実施例に係る画素では、駆動トランジスタＭ２の閾値電圧のばらつきをある程度
補償することができる。
【００５９】
　上記発明の詳細な説明と図面は、単に本発明の例示的なものであって、これは、本発明
を説明するための目的で使用されたものであり、意味限定や特許請求の範囲に記載された
本発明の範囲を制限するために使用されたものではない。そのため、以上の内容を通じて
、当業者であれば本発明の技術思想を逸脱しない範囲で多様な変更及び修正が可能である
ことが分かる。したがって、本発明の技術的な保護範囲は、明細書の詳細な説明に記載さ
れた内容に限定されるものではなく、特許請求の範囲によって定められなければならない
。
【図面の簡単な説明】
【００６０】
【図１】従来の画素の構成を示す回路図である。
【図２】本発明の実施例に係る有機電界発光表示装置の構成を示す図である。
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【図３】本発明の実施例に係る画素の構成を示す回路図である。
【図４】図３に示す画素に供給される信号の波形を示す図である。
【図５】図４の駆動信号によって駆動される画素の動作過程を示す図である。
【図６】図４の駆動信号によって駆動される画素の動作過程を示す図である。
【図７ａ】閾値電圧の変化に対応して本発明の実施例に係る画素に流れる電流と従来の画
素に流れる電流の変化を示すグラフである。
【図７ｂ】閾値電圧の変化に対応して本発明の実施例に係る画素に流れる電流と従来の画
素に流れる電流の変化を示すグラフである。
【図７ｃ】閾値電圧の変化に対応して本発明の実施例に係る画素に流れる電流と従来の画
素に流れる電流の変化を示すグラフである。
【符号の説明】
【００６１】
 ２、１４２　画素回路
 ４、１４０　画素
 １１０　走査駆動部
 １２０　データ駆動部
 １３０　画素部
 １５０　タイミング制御部

【図１】 【図２】
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【図３】

【図４】

【図５】

【図６】 【図７ａ】
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